
板
金
・
製
缶
複
合
加
工
を
得
意
と

す
る
Ｉ
Ｍ
Ｃ

　

Ｉ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社
は
、
1.0
〜
22 

の
板

金
と
製
缶
の
複
合
加
工
技
術
を
得
意
と

す
る
。
２ 

を
超
え
る
長
さ
寸
法
に
対
す

る
許
容
差
は
0.5 

。
技
術
要
求
の
高
い
仕

事
を
積
み
重
ね
る
一
方
、
顧
客
と
の
共

同
開
発
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

同
社
は
現
会
長
で
あ
る
並
木
英
彬
氏

が
１
９
６
７
年
に
創
業
。
以
来
、
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、
98
年
２

月
に
主
要
取
引
先
が
倒
産
し
、
一
気
に

経
営
危
機
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
大
手
メ
ー
カ
ー
を
経

し
て
職
務
・
職
能
資
格

基
準
を
定
め
、
各
人
の

業
績
、
能
力
、
意
欲
態

度
を
評
価
期
間
の
行
動

事
実
に
も
と
づ
い
て
５

段
階
評
価
で
行
う
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
と
、
各

人
の
能
力
を
開
発
す
る

た
め
の
能
力
開
発
シ
ス

テ
ム
か
ら
な
る
。
能
力

開
発
は
主
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が

中
心
だ
が
、
外
部
の
教

育
機
関
な
ど
も
利
用
し

て
い
る
。

有
機
的
に
機
能
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が

一
番
重
要

　

そ
の
後
、
人
員
の
増

減
を
繰
り
返
す
な
か
、

公
正
な
評
価
と
、
体
系
的
な
能
力
開
発

に
よ
る
社
員
の
実
力
形
成
が
花
開
い
て

い
っ
た
。
い
ま
で
は
「
ヒ
デ
マ
イ
ス

タ
ー
」
を
導
入
し
た
当
時
に
入
社
し
た

社
員
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｃ
の
中
核
と
な
る
人
材

へ
と
成
長
を
と
げ
、
ま
た
若
手
社
員
の

多
く
が
重
要
な
仕
事
に
抜
擢
さ
れ
て
い

る
。

 「
人
を
育
て
る
。
技
術
を
つ
け
る
。
効

率
を
あ
げ
る
。
す
べ
て
大
事
だ
が
、
こ

れ
を
総
合
的
か
つ
有
機
的
に
機
能
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
一
番
重
要
。
こ
れ

こ
そ
が
経
営
者
の
仕
事
」
と
、
並
木
社

長
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

編
集
部
／
山
崎
洋
揮

た
経
営
改
革
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手

段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

「
ヒ
デ
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
導
入

　

２
０
０
０
年
２
月
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を

追
う
よ
う
に
翌
年
４
月
か
ら
人
事
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
敢
行
し
た
。
こ
の
人
事

シ
ス
テ
ム
は
、
創
業
者
で
あ
る
父
の
名

「
英
＝
千
人
に
す
ぐ
れ
た
」
と
、
名
人
・

巨
匠
と
い
う
意
味
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
」

を
組
み
合
わ
せ
「
ヒ
デ
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
命
名
さ
れ
た
。

　

各
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
資
格
等
級
に
対

C o m p a n y  P r o f i l e
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て
家
業
に
戻
っ
て
い
た
俊
一
郎
氏
（
現

社
長
）
が
専
務
に
就
任
し
、
経
営
再
建

へ
と
乗
り
出
し
た

人
事
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

経
営
改
革

　

入
社
以
来
、
自
社
を
成
長
さ
せ
る
た

め
の
仕
組
み
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
た
並
木
社
長
の
な
か
に
は
、
経
営
を

シ
ス
テ
ム
的
に
行
っ
て
こ
そ
、
進
化
、

発
展
で
き
る
と
の
信
念
が
形
成
さ
れ
て

い
た
。
と
り
わ
け
重
要
に
な
る
の
が

 

人
づ
く
り 

。
能
力
主
義
を
ベ
ー
ス
に

し
た
明
確
か
つ
有
機
的
に
機

能
す
る
人
事
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
早
く
か
ら
考
え
て
い

た
。
当
時
は
年
功
制
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
能
力
主
義
を

謳
っ
た
人
事
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
社
員
が
拒
否
反
応
を

起
こ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
。

　

そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
と
い

う
概
念
に
触
れ
さ
せ
る
た

め
、
98
年
10
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
の
取
得
に
と
り
か

か
っ
た
。
周
辺
企
業
や
既
存

の
顧
客
の
反
応
は
冷
や
や
か

で
あ
っ
た
が
、
目
的
は
あ
く

ま
で
も
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

明
確
か
つ
有
機
的
に
機
能
す
る

人
事
シ
ス
テ
ム
「
ヒ
デ
マ
イ
ス
タ
ー
」

試作から量産まで対応。

（写真／木内栄治）

夏号特集 最強のモノづくり、 それは「人づくり」 
　

Ｉ
Ｍ
Ｃ 
株
式
会
社

若手社員との OJT。




